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Tests of Crossbar Switching Apparatus
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内 容 梗 概

現川のス1､ロージャlニーJ動電話交換機の有する欠点を改良するため,新たにクロスバ=別品…占交換機が

考冤され.それにともない多くの高性佗の機器が必要となったこすなわち,長寿命であること,酬′-一三チ互

旧時間の′トであること,保守の容易であることなどである｡これらの要求に対処するた♂〕,】l~､上■製作所

に∴わいても,クロスバスイッチ,ワイヤスプリングリレー,ワイヤマルチコンタクトリレー,リードリ

レーなどの試作を,他附こさきがけて行い,その後数次の虻良を経て笑刊化の即断二人り,すでに10式

以上を完成納入して好評をえている｡その経過についてほ,木.こいこおいてたびたび紹介してきたのであ

るが(4)(7〉-(10〉本章良師ま,これら各機器について,その寿命,拓=要,湿度,振動なとに対する種々の試験

結黒をもとにLて,J･日射経過と現状を述べ,あわせて従来のストロージャ式械ぶと比校t-た場合の優秀

性につき,論及したものである.｡

ト 緒 言

交換機の分野でほ,4､5年前より現川のストローージャ

ノノ式より,新しいタイプ=のクロスバ自動`直話交換機(二以

~卜,クロスバ女換機という)に逐次移冒しつつあるL二 こ

のクlブスバ麦換機においてほ,丘茹乱高速鳳保守の揮

あなどの高性能をイj~し,このために,これら高性能を満

足させる機船か必要となるし.この状況に対し,米†~利こお

いては,研究所と製造会社が協力して,この条件をミ~購足

する機船の設訂せ亮こない,ついに,クロスバスイッチ,

ワイヤスプリングリレー,ワイヤマルチコンタクトリレ

ー,リードリレーなごの鮒鷲絹を完成Lノた-∴
わがいこlにお

いても,このすう幼がいちはやくおとずれ,日立製作所

トり家二1ニュ掛こおいても,日本電†.一電話公封二の御指導のもと

に,この開矧こ,研究上設計,生産技硝,製作など各附▲｣

が一休となり,外部脊研究部門の御指導をあおぎ総力な

結妹して,数次の試作段附をへて量産体制にほいり,電

々公社はじめ,電ソJ会社,いミ†鉄,その他の芹ノカ自jに納入

し,/㌢日に至っじ_.ここに,これら各クロスバ機帯の概

要を記し,試験結果について述べるこ､

2.クロスバ機器の種類とその概要

クロスバ機器とほ,クロスバ交換機に最も適合するよ

う.設計製作された機船を総灘し,大別すれば,基本構成

鮎乱 国路用部品,その場かの三つとなるし:それらの共

休例を′jミせは 次のようになるニノ

基本構成耶品…クロスバスイッチ,ワイヤスプリ

ングリレー,リードリレー,イ畑室リレーなど.〕

回路用部ぷ･･･コイル抵抗.パリスタ,コンデンサ

なと､〕

その他…端子板,ジャック,電鍵など｡

t]立製作所戸塚工場

第1【ズ!クロ1/こ∵･トノイー

二二では,北本構成;■fl描-の■t~†でも,県,11二とヰー,に_i二休

むなすクトとスノミスイ､ソチ,ワイヤスプリングリレー,ワ

イヤマルチコンタクトリレー,リードリレーなどな対象

として諭ずる.二なぶ,二れら〟~)機謹;≠の↓洋糾についてほ,

すでに本誌にてり-(7ト~(1nl述べらかたので,棚要を.…-Jする

にとごめる.-･.

2.1クロスバスイッチ

クロスバスイッチは,その機能上､グロスノミ交換機の

主体左･なすもJ~)で,構造は策1図に′Jミすとおr)であるし､

動作明側購に-′肯すと,_/工ノ書この俄になノ)たセレクトバーか

卜または卜に卜叫巨三して後,バーチカルマグネットが動作

し′,セレクトバーのフィンガーた押し_,それによ恒阻止

をメークさせるものである.二.二.′子しは,スいブージャ交換

機のスイ､ソナと比較すると次の1■封_ミをイj■している｣

(a)1i;jて首が圭主い…運動掛璃皇か少なく,君照射甘けが少

ないので,摩柾が少なく,したがって長方命である｡

(b)作動時間が飽い｡.(以下,動作,子夏日_㈹朋使総

称l__て作動時間という)…(a)と卜~射｣刑1_lによる･_1

ぐc)催二#負担が小である‥･接点ほ,㍑金兢双子接点

であるため,接触がきわめて舵リjで,障害が少ない｡

また構造が簡単なため,調葉が容易であるしノ

(d.)ほとんどの邪品が,ブレス加~い'那ぷlでぁるの

で,均一な製品をj-ち催することができる｡

種研としてほ,接点の数が6と3,すなわら,6練武
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第2同 ワイヤスプリングリレー(一般用)

と3貌式との二穐類が代表的であるが,そのほか接止組

数,オフノーマル接点のバネ組,バーチカルユニット数

などによっても,多くの種類を石している二.

2.2 ワイヤスプリングリレー

ワイヤスプリングリレーは,クロスバ交換機におい

て,最も数多く使用されているリレーであって,(基本構

成部品r｣--80冤~)クロスバ交換機の特長の一つである共通

制御力式の機能庵傾狛~けるためにほ,なくてほならない

リレーであるノその構造は第2図に示すごとくである√二

動作の触略をホすと,コイルに電流が流れると,アーマ

チェアがコアに吸引さjt,アーマチュア してカー

ドが移動し,常時カードにて動作を止められていた可動

ワイヤが動作L,L-たがって,吋動ワイヤの先端の可動

頗点が国定接ノ揖こ対し/,メーク側はメークし,ブレーク

側ほブレークする｡ス1､ロージャ交換機の水平形リレー

と比較すると,次の特長を肯している｡

(a)ノf命が長い｡‥･接点のチャツタリ∴/グが少ない

ため,接点の摩耗が少ない｡また水平形リレーのよう

にベヤリングを有しな十ため,機構上摩托する箇所が

少ないことによる｡

(b)作動吋間が短く,かつ近緩蘭澗時間の変化が少

ない｡･‥アーマチュアが軽く,接点圧功を小て･こしたた

め,負荷が小となり,作動時間が短くなった｡また磁

性材料が低桂素鋼であるため,遅緩復旧唱憎が安定で

ある｡

(c)保守員丑は叫､である｡.…リレーとして最も重要

な接点接触不良が,まったく独,､としたワイヤを使用し

たことと防髄カバーを付したことにより,完全に防止

されている｡また調整箇所が,きわめて少ないことに

よる｡

(d)椚 電力が少ない｡‥･磁気回路に空隙が少な

く,したがって漏洩磁束が少ないため,同一アンペア

ターンにおける吸引力が大きい｡

(e)ほとんどの部品が,プレス部品であるので,均

一な製品を量産することができる｡

日立評論別冊第:27号

第3図.ワイヤマルチコンタクトリレー

畦研としてほ,-一般川としてWA塾,遮緩復旧川とし

て1VG型,マージナル,高インピーダンス用, 負荷用

とLてWJ塑があり,最近でほ,同じ1偶のリレーで,

おのおの独立した2個のリレーとしての･性能をもたせた

AK型がある｡.

2･3 ワイヤマルチコンタクトリレー

ワイヤマルチコンタクトリレーほ,クロスバ交換機に

おいて,その共通制御方式の特色を生かすために必要な

リレーである.-.すなわち,共通制御部分と通話回路部

分,あるいほ,ダ､ィヤル計数｢■甘分との担1路切換上作動

時間が短く,かつ多数の接点を有するリレーが必要とな

り,この要求により生じたものである｡ワイヤマルチコ

ンタクトリレーの構造ほ,第3図に示すごとくである｡

動作の概略を示すと,ワイヤスプリングリレーとほぼ

似しているが,ブレーク接点がなく,メーク接点が30組

あって,アーマチュアが吸引されるとカードを押し,接

点をメークさせる｡持長ほ次のごとくである｡

(a)寿命が長く,作動時間が短く,保守負担が少な

い｡･･構造が3.2で述べたワイヤスプリングリレーと

類似のため,同じ理由によりこの特

(b)布

を石する.｡

作業が符易である｡･･･このリレーほ他用

上,布繰を各リレー共通に行う場合が多いが,これに

対し直縦のワイヤにより,苓リレーを共通布練するこ

とができ,作業能 が著しく高い｡

桂翫としては,-一般什J, 動用の2種類があり,さらに

一般用は,共通布緑川と巻付接続用とに分けられる｡
2.4 リードリレー

リードリレーは,クロスバ交換機の計数藩偵回路に最

も適しており,主としてこの回路に使用されているが,

そのほかに搬送用にも使用される｡その構造ほ第4,5図

に示すごとくである｡動作の概略を示す｡まずリードリ

レーの主体をなすものほ,ガラス中に動作部分として,

リードの封入されたリードスイッチで,ガラス内にほ窒

と水素が封入されている｡このリードの先端が接点を

形成している｡リードスイッチを包むコイルに電流が流

れると磁場ができ,これにより一対のリードの先端に

ー30L

｣こJ
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である(第1次寿命とか机こ名づける)｡さて,日動交換

第4図 リードリレーRDA塑完成品

第5図 リードリレー RDA型

(カバーをはずしたもの)

二N,S傾が′とじ,これにより磁気的にメークする｡リー

ドスイッチi･よ,第5図の左端に示すごとくである｡特長

としてほ次のごとくである｡

(a)寿命が長い｡…構造がきわめて簡叩である｡す

なわち可動部分ほリードのみで移動距離がきわめて少

なく,摺動部分がない⊥｣一ノブ接点は完全に外気と

され封入された宅素により接点火花による摩耗を防止

している｡

′(b)作動時間が短いし,･叶劾部分が現用リレー中故

軽量である上に,アーマチュアのごとき駆動Il-1開削分

がないためきわダ)て辿動である:､′

(c)保一十代‖が少ない｡…調盛個所がない上に,ほ

こりによる接触不良ほ皆無であるため保ノ.1ミfl担が少な

､いロ

(d)消億境~ノjが少ない｡‥(b)と同じ理山により,

現用リレー中沼電電力が叔少である｡〕

(e)取付面積が少ない｡

リングリレーと比較すると,

川レリ形-

1 1

3 5

ワイヤスプ

である｡

してほ,1組のユニット中のスイッチの数(す

なぉち,接点の組数),ユニット配列方法,リレー構成ユ

ニット数により,数櫨類に分けられる｡

験

3.1寿命試験

3.1.1概要

｢寿命｣の定義についてほ,種々の解釈があるが,一

滴如こは,使用開始後,全然手を加えることなく,動作し

うる限界をもって規定するのが最も厳格な意味での寿命

3l

機は従 の慣音別こよれば,~交換J新二ほ某汗の保守員が配

･置されていて,調嘱その他簡叩な修理を行っているの

で,交換機憎が′姐用後,調整の変化とか,ネジゆるみな

どのため動作不円椚となった場合,部品を収り換えない

で簡†ilに修理復l目できる程度の障閂ほ寿命と考えず,部

品取り換えを要しない†揖卵まで拡張してもさしつかえな

いと考えられる(第2次薄命と仮に名づける)｡

ス1､ロージャ交操矧こ比し,クロスバ交換機は,使用

機灘拍~ミ長寿命であり,Lたがって保守が比較的簡略化し

うるょが一つの特長であるので,われわれとしてほス1､

ロージャ機掛こ比較して,クロスバ機酪の場合ほ,特に

第1次寿命に重点をおいて試験を行うことが必要であ

り,われわれは,甜′一三､■1初より各ロットごとに,全機唾

につき,~右命訊闇港宜行てきた√､その結果ほ,随時,設

計,′卜産技術などのⅠ蓑1尉耶伸こ,いわゆるデミングサー

クルに従って,フィードバ､ソクし,そのつど攻汚をほか

/1てきた.､-ノf命.翔蜘こおいて,最も重要なことは,黒川

動作から拙ン王したI｣棋動作回数逐朝点することである｡

クロスぺ機祁におし､ては第l表に示す年間動作回数をそ

の尉榊こおいた.しかしながら,これから換算したII標

動rl州数で存命試験せ瑛灘L･た場合でも,短期間におけ

る迅統動作であるので,たとえば機械的膵来宅損傷につい

て裁ても,矧l脚数よりも著しく~冊篤となるのが普通で

ある.｡

プ手命試験ほ,矢用動作何年たとえば交換機の場合40

年を保証する以外に,この苛酷な訳闇により機

を早期に発見して製造方法の改良を迅

】･

の弧･∴

に行わせること

に大きな意義があることほ周知のとおりである｡

3.1.2 ノf命.試験の椛三須

(a)外鮎条件による種灘

(i)棋準状態における試験

変換機としで一般仙川条件に近い力命.拭験1言にて

黒施するカ法で,現作一夫施叶の全供試ぶの90.%まで

がこの状態で行われている._､脊主要機器の寿命試験

黒施 況を弟d＼10図にホす｡

(ii)-し'了描1■;`甜抑こ態における試験

定調設備の完D箔tノている廿動交換窒では,この状

態になることほまれであるが,

第1表 クロスバ機菜㍗l三間推定使用度数

(政局計牒より)

上の弧･∴(

1,50呵讐竺マ~
700ガレジスタ

2,000方
トランス

レ【タ

1,;:三ヨ妄ンネク

インパル

ス中継

レジスタ

ー般川

7007封(C)(a〕クロス

110万
バスイッチの胡

に示す
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をすみやかに発見するために子~J二う.孤放で,温度30±

50C渥度85土5%に□動制御された高温高氾巧右ニム

第6図 クロスバスイッチ紆命武騨機

第7図 ワイヤスプリングリレーー一存命試験機

第8図 リードリレー寿命試験機

いて尖 Lてし

日_)ゝ二評論別…†第27号

ニニでは3.2 るように静

自勺な氾温度特昭逐湖はするた糾こも試験を行い,吉lら

晶改良に役二立たせている‥ノ

(iii)産疾浮退状態における試験

変換機の最もきらう塵灰を,移動塵填儲からエア

により室内に

で,塵挨の踵

り,盤妖抒退状態にて行う寿命試験

も繊維,_し二砂などと変えて実施して

いる｡第11図に鮭疾.試験宅の外観を示す｡

(b)負荷による掩類

(i)負荷試験

実際使用時にほ,接点によりほかのリ レーを駆

動またほ復旧させるため,直接L.C.Rの入った色

第9国 リードスイッチ寿命試験機(その1)-

第10図 リードスイッチ寿命試験機(その2)

ザ
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第111¥l蛙 攻 験 うく

甘電流を切ったり,入れたりする.=.したがって黒際

のn~荷またほ,最も■■榊f㌔な負荷を入れて,火花消去

回路を付加して行う方法である.二.う=ミとLて,接∴∫､･二の

i宣気的摩紙状況滋調査するl｣的で行うし ただL,ク

ロスバスイ､ソテの場合には,オフノーマル接点以外

の抜点ほ,il`l二様電流と切断またほ投入L_ないため,

n荷.試験から除いているしノリードリレーは,必ずこ

の試験を行っている_､

(ii)無潰荷試験

主とLて,機械的摩拭折拙などの検討川に子j二うも

のである._ たとえば構成邦品,すなわち,コア,行

程バネ,コイルなどの攻一昔検討川の[川勺で行ってい

る｡また(i)の試験と肝川して,接′Ⅰ∴(悸椛が掟楢的

か,電気的かの識別検討を行うためにも行ってい

るこ.

(c)速度による沌雛

棋準として,10c./sのオイヤルインパルス速度で行

っているが,他用=附から克て,】cノs,2c/s,30c/s

にても行い,また,加辿.軋験とLて:50c./s,部■鋸こ対

してほ,耐峰村′摘信州として■甘周汲で行っているも

のもある.っ

3.1｡3 ~~′佑乱和め机黒

(a)クロスバスイッチ

クロスバスイッチの寿命のl｣棋ほ,日本電情宣詔公

祉通信肝亀肝1守)汽料によると,第2表のごとくであ

=宣でほ,最も使用回数の多い山羊ハンタJ~IJぴ)最大

ほ紀州数の2倍を仁1標にLて現f豆失地している 最新

杉のものほ7億回接鋸(動作回数700万…を終~rし,

なお続行■いであるが,苦しい~不良ほなく,諷整偵の変

化も第3表にホすごとくきJ)めて少ない鳥■課が川てい

/⊃し〕

(b) ワイヤスプリングリレー

ワイヤスプリングリレーほ,クロスバ交換機の構成

部品申故も多く佃】jされ,種類も多いので,そのノf命

第2長 クロスバスイッチ40年l~制配意動作国教

20VxlOH

し3W:)

20VxlO口

し3W卯央〕

20Vxlnll･l
し6W:仁､l

＼

市内通話路川

血勺ノ通話路ノーl】

lい勺通話路川

市外ハンタ用

市内ハンタ用

t=木履=-芯請公什通研資料による〕

節3哀≡ クロスバスイッチぷ命試験調整変化の一例

セ レ ク ト 7那 ホ ル ド 剖

0.5 0.7

0.5

0.5

0.65

0.6
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第12回 ワイヤスプリソグリレー寿命試験

調整値変化の一例

川ル

〃

第13図 インパルス用のワイヤスプリソグリレー

と水平形リレーの寿命試験調整値変化の比較

第14図 リレー負荷特性試験機
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雛15図1フィヤて′レチコン∵タクトリレー寿命

試験調整値変化の一例

試験も数歌にわたって行い,その供試リレー

計100以上に及んでいる｡寿命速成の目標としてi･ま,

頻度大のインパルスー1】継リレーに対してほ2低回(約

10年仰､モ1)一般用リレーに対してほ1低回(約10年相

当)を第1次仁i既にしている｡現在では種々攻良の結

果この件襟を達成L,引絞き第2次H標達成に努力し

ている｡最近の製品ロッ1､の の調整値の変化

の一例をホせば舞12図のごとくである.｡これを,同

条件にてカ命試験小のウェスタン社製品と比較すれ

は まったく有意差なく,この結果では,そん色ない｡

またインパルスリレーとLて設計製作されたリレーに

例をとれば,吊=的のストロージャ交換機の1-A セ

レクタAリレーの存命試験結果と比較すると第13図

のごとくであり,明らかにワイヤスプリングリレーが

数段すく､れていることがわかる｡このように,

供しうるに至るまでの数段階にわたる試作品の

用に

命試

放では,たとえば,ワイヤがモールド部の櫛と摩擦し

たり,ヒンジスプリング熔接部にて折損したりして種

々の弱点が研らかにされ,そのつど各F■矧当協■力して棍

本的検討を行い,実よ 計画法に基づいた改良実験を経

て,改薫を行ってきたものである｡このリレーの負荷

特性を検討するリレー負荷特性試験機を舞14図に示

す｡



(c) ワイヤマルチコンタクトリレー

ワイヤマルチコンタク1､リレーは,ワイヤスプリン

グリレーの矢川化の経験を十分に生かLて,設計製作

されたもので,現在まで約数十台の寿命試験を行って

きている･_･宥命運戒の日焼とLては,第1表の年間便

川度数より2低回を第1首標とした〔他用場所により

約5--30年相当)し,古いロットでほ,すでに2億以上

に適し,無事故にて動作している｡歳近のロッ1､の寮

′命試験調鷹値変化の-一例をホせば,第15図のごとく

である.二･またチャツタリングも100一〃S以内8･こ2l･叶捏

度で9棚j別のト｣的を達成し得た｡

(d)リードリレー

リードリレーは,2.4 に述べたごとく,調埜m所

がまったくなく.三盲三体をなすリードスイッチほ,ガラ

スに2枚の刊i`をJ÷､J･入して作られているため(10)この

リードスイッチの寿命.拭駒に土ノブをほいだしノj製作に当

ってほ,東京人づ朝甥潅.日立 作所小火研究所をは

Lめ,茂原⊥場などの関係他工場の協力を得て実用化

する段階に至った√ノ 他の機器とぎ皇なり,ガス封入条

件,ガラスやリードの材料,リード接点瀾ガのメッキ

などが椰互関係をもっで軌際甘制こ影響するため,幾

多の失駒計州こより_#命試験を行ハ 供試数品は現布

まで黒に数万本に及んでいる〔その詳紳は省略するが,

ガラスのひずみや接点のメッキの改良などを行い,現

■/L三でほまったく実川化の段階に入っている〕最新ロッ

トの寿命諷 途中の結果を示すと,舞4表のごとくで

ある｡この結果より明らかなごとく,3,000万何でほ

ほとんど変化していないことがわかる｡.

なお,リードリレーに倒しては,ガラスのひずみ,

ガス漏洩,内部のガス才人況などを検査L,お命を未然

に察知し改善資料とするため,たとえば,第l占､19図

に試す測定機を整備して製品の完全保廣を図ってい

Qo

3.2 温度湿度試験

温度湿度. 放の目的は,独鈷封夏の故意条什における

保証と,さらに一般条件では生じない1'1-f酷な条件に

て,機雷の弱点を早急に発見することの相加こある｡

現在でi･£,前者は問題なく,後者のH的に覇点を聞達,

ワイヤスプリングリレー矧=l路プ長命武放や,クロスバ

第4去リードスイッチ寿命試験結果や一例

53 84

機 器 の 試 験

主要機雷拍有のセルローズ･アーヒテート･フィルド

コイルの絶縁性や,行梓鈷晃機械部品のメッキ,塗装の

検討などを実施している｡高温高iむ11婁内は,混度30±

50(二.紳_な85±5%にて6口問屋夜とも保持せられ,

1L二1のみ制M胴l正になるサイクルをくり返えしてい

る･二･低阻試験ほ,低温試験槽で行い,一400C位まで実

第16図 リードスイッチ用ガラスひずみ測定機

第17図 リードスイッチ封入ガス漏洩試験機

第18図 リードスイッチガス漏洩経時変化試験機
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第19岡 リードリレー作動時R紺【J′ノ主機

第20いく1セルロ】-ズ･アセテート･フィルドコイ

ルと水平形リレーコイルとの絶縁挺抗の比較

(高温高湿.試験)

施可能である｡これは,リードリレーや,クロスバ機

器の無半田巻付を初めとして多くの改良課験を失職し

ている.｡縦軸度識闇の一例として,ワイヤスフ~リング

リレー実‥~11路｢試験をとれは･呪/仁まで1億1千万回動

作しているが,接点の変色が若干発生しているの夫

で,動作にほ支障緩主上じていない｡また部品の一一例と

して,前述のフィルドコイルを従

の絶

の水平形リレーと

ホすと第20図のごとき結果を

得ているJこの結果よりフィルドコイルの優秀･性がわ

かる｡

このはかに,j桐■く境線試験槽,廿氾塵露訳闇場所,

ならびにH然lけ亡の40借の紫外縦強度をオJ▲し,渥度

1000C までlI†変できる老化曝露試験槽(ウェザ←メー

タ)などにて武験な行っている､.ウェザーメータは,

1隼間曝鮨と川一の効果をわずか9日間で行う試験悟

で,その外観を舞21図にホす.J

3.3 振動

振動試験の目的は,輸送,放り扱いの悪条什に対す

る竹もー証のみならず,実 にほ,実現困難な振動条件に

供.試品を置き,機暑こ壬の弧-.■エを早期発止することにあ

るこ ■ガ法とLてほ,削本またほ,1ブロックを架に取り

付け,周波数鳥120＼600サイクル/分,600､2,000サ

イクル/分の2段楷にて,その間を60サイクル/分の

36

ゝJ･(第3集) R立評論別冊第27号

第21図 万能曝露老化試軟 機

(ウェザーメーター)

第5表 振動試験結果の一例(TAJ-7001リレー)

測 k 項 [l l.式 換

感
動
復
ゲ

動
作

旧

流しmA､)

時 間(ms)

特 【召1｢nュs､)

ジ ン グ(nつil､)

耐

点

,緑

ほ
∵
把

圧 力 (g■)

圧(.A.C.500ヽリ

L
34

8.8

1
3･5

l 9

6.5

異状なし

化させて央施する｡または,供

試 験 後

34

9

3.3

11

6.5

異状なし

＼､姐

ト
｣
ヽ

｣/の品

に周波数を同定した長峰聞試験をも実施している｡こ

の結果試作当糾のクロスバスイッチで,ホールドアー

マチュア支持部の弱点が発見されたり,ワイヤスプ

リングリレーでほ,クランプバネ形状のまずい点がわ

かり,リードリレーでは,カバー脚部の取付部の弱点

が見～l‡されて,改善に大きな役割を果した｡一例とし

て,故近行ったワイヤスケリングリレーの結果を示す

と舞5表のごとくである｡これより,振動によって

ほ,ほとんど調整値の変化の′tミじないことが,立証さ

れている.｡

3.4 輸送試験

3.3の振動試鹸でほ,実 の積込,積おろしの

振動や,道路の衝撃に対する保証ができないため,社

内用として製作した200同線クロスバ交換機匿つい

て,自動車輸 試放を実施した｡なお積込,競おろし

時の架のひずみ量を,ストレインゲージにて測定し,

異状のないことを推謁したu

条件としては,戸塚→惇木間の悪路を利用したほ

か,威局納入に先立ち,戸塚→埼コこ県蔵市間往復約

130kmを時速25kmにて実施した｡この結果,調整



磯 路 の 試 験

第221¥l輸送試験(目〔机也 埼玉県成り到着)

第23図 日本国有鉄道北徹道五陵郭駅糾
320 回線クロスバ交換機

偶の変化は,ほとんどみられず,振軌拭故による検-㌻寸

の狛果の良好なことが明白にな一-)た.二 その状子兄は第

22図に示すごとくである′.

3.5 実用試験

べたように,穐々.試験を行ったが,製l晶を

納入するに先立ち,交換機としての各機器の優秀性を

確認するたぜ)と,今までの試験方法の妥当性の検i詞,

ならびに一部分に規格外の機器を取り付けることによ

り,規格白身の検討との二つの目的にて,矢川試験を

日立製作所戸塚工場沼津勘ノづ交換機とLて,昭利32年

7月より実施L-ている｡この糾果ほ,現在のところ支

障なく,社内の口常の使に伏している｡

4.既納交換機について

今まで述べたクロスバ主要機器せ主体とする】_｣立製ク

ロスバ交換機ほ,すでに各■月面にわたって広く納入され

ている｡初期における一,二の例を除いてすべて,ワイ

ヤスフリングリレー,リードリレーの新機種を依jljし,

名実ともにクロスバ交換機として完ぺきな製品を出荷し

ている.-ノ･一例とLて,けl鉄五稜郭駅に納入Lた320回線

クロスバ交接機を,第23図にホす_,これら納入先の保

守成緋なネると,製造開始後数年にすぎないが,40隼以

上の伝統を有するストロージャ交換機に決して劣るもの

でなく,クロスバ機器特イーi▲の斬故ほ皆無であり,_Ⅰ:述し

た許掩試験により,柁々改良された成果と考えてさしノつ

かえないとノ慮われる.｡

5.紹 言

以上クロスバ交換機育種機器の試験結果につき述べた

ごとく,初手!刀の試作段階から各糀の占用;liな試験をく町返

えL子｣二い,そのつど佐々の改良を行った紆果,現｢一三でほ

卜･′用巨も安定L,量産体制に移っている｡既納クロスバ交

換機の成績も良好で,ほほ所期の1膵Jを果L得たものと

考える._ノLかしながら,われわれとしてほクロスバ機器

が,誕′一三後数年を絹地Lたのみである点からも,さらに

徹虹Lた試験を行うとともに,既納交換機および)~吉塚工

場構内交慄瀾についても,顧解と緩按に通路をとりなが

らその稼動状況を調奔L,沃川状態とわれわれの.試験条

件との閑適性を把桝しつつさらに.弧換の合理化をほかっ

ていく所わ:である｡関係苓トンニの御指導,御杖柾を切望す

る次第である､ご.

終りに種々御指導を賊来った1｣本′温い電詣否祉,口本

1-{ミ1有鉄道公社,関西電力株 会社,その他,および磯凍

大学生座研究用の関係各位の力々,また御協力下さった

R立徽佃一獅]央研究所をはじめ各工場の関取附､Lならび

に終始御指導適いただいた口立製作所本社渡辺技師ぶは

じめj~i塚工場の挟‖系苓位に悍く御礼[トヒげる｡
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No.6

No.3

No.4

No.6

No.7

No.12

No.6

No,7

No.9

No.18

No.1とミ

No.18

No.6

No.7

No.9

No.10

No,3

No.3

VoI.40 No.3

題礎講座牒り巻

Vol.7 No.7

評
評
辞
評
評
評
評
一
評

諭
諭
諭
諭
論
諭
論
論

論

Vol.36

Vol.36

Vol.36

別 冊

別 冊

別 冊

別 冊

Vol.37

No.4

No.8

No.11

No.6

No.6

No.6

No.6

No.2

Vol.37 No.3

(第42貢へ続く)




